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近　　　　　畿
◇大阪局では視聴者層の拡大を目指して，若い世

代に向けた地域放送番組を新設，親しみやすい演

出の公開生放送で，今どきの関西の若者の本音や

文化事情を伝えた。

◇『連続テレビ小説～だんだん』は，京都と島根

を舞台に，人の縁の不思議さや命の重みを描いた。

主人公の歌う劇中歌も話題になった。

◇「源氏物語千年紀」関連の特集番組やイベント

を京都局中心に制作・実施し，「源氏物語」の現

代性や京都の魅力を全国に発信した。

◇日本からブラジルへ初めての移住者を乗せた

[笠戸丸」が，100年前に神戸港から出航したこ

とにちなんで関連番組を制作するとともに，神戸

局でイベントを実施した。

◇奈良県吉野山の桜が衰退する危機にひんしてい

るという報道をきっかけに，奈良局は地元と協力

しながらさまざまな番組を展開，地域・全国に発

信した。

Ⅰ．放　送

1 ．放送の概要

（1）地域放送の刷新と充実
夕方 5時台の地域情報番組を刷新し，若い世代

に向けた『あほやねん！すきやねん！』（G，月

～金）を新設した。若い世代と本気でコミュニケ

ーションすることを目指し，公開生放送するとと

もに，深夜や祝日に特集番組を展開した。

夕方 6 時台の各府県向けのニュース（G，月～

金）は大阪局が『ニューステラス関西』に模様替

えした。各局は『ニュース610京いちにち』（京都），

{ニュースKOBE発』（神戸），『わかやまNEWS

ウエーブ』（和歌山），『ならナビ』（奈良），『おう

み発610』（大津）を継続し，地域の動きや話題を

詳細に伝えた。

日曜午前 8時の地域経済情報番組『ビジネス新

伝説　ルソンの壺』（G，年間48本放送）は 2 年

目を迎え，年度後半にはこれまでの蓄積を生かし

た特集を制作するとともに，急速に悪化した地域

経済を見据えて，不況を乗り越えるヒントを探っ

た。

金曜午後 7時30分からの報道番組も『かんさい

熱視線』（G）に模様替え。「動きだした橋下改革

～大阪はどう変わるのか」（6.13），「尊い命を守

るために～奈良・医療改革チームの挑戦」

(12.5）など，関心の高い地域の課題を掘り下げ

て伝えるとともに，年度後半には「先が見えへん

～東大阪　中小町工場の苦悩」（12.12），「私たち

“使い捨て”ですか～広がる日系人の解雇」（1.23），

[見えないホームレス～個室ビデオ店放火事件の

周辺」（2.6），「苦しい時こそ雇用を守れ」（3.13）

と立て続けに放送し，地域を覆う不況の実相をさ

まざまな角度からとらえた。また，「ひとりでも

多くの命を救うために～JR福知山線脱線事故の

教訓」（4.25），「終わらない“あの日”～阪神・

淡路大震災から14年」（1.16）は枠を73分に拡大

し，震災・事故から時を経た今もなお浮かび上が

る教訓や課題を検証した。

金曜午後 8 時からの『かんさい特集』（G，金

年間36本）は，関西の豊富な文化遺産や伝統ある

上方芸能を題材とした番組，家族で楽しめるステ

ージショー，地域ドラマ，北京オリンピック関連

番組やプロ野球中継など，多彩な番組を放送した。

（2）全国発信の強化・多彩な展開
定時番組は『その時　歴史が動いた』（G），

{バラエティー生活笑百科』（G），『きらっとい

きる』（E），『みてハッスル☆きいてハッスル』

(E），『ストレッチマン 2 』（E），『上方演芸ホー

ル』（BS2），『大阪発疾走ステージ　WEST WI

ND』（BS2），『上方演芸会』（R1），『ともに生き

る』（R2）などを主管，制作した。

このうち，『その時　歴史が動いた』は「最終

回スペシャル」（3.18）で 9 年間，355回にわたる

放送を終えた。また『きらっといきる』は，番組

に寄せられたお便りをきっかけに番組の改革を模

索し，『きらっといきる　特別編～これがほんま

のありのまま！？～“きらっと”改革委員会・発

足編』（E，8.1），『ETVワイド　ともに生きる～

こんな福祉番組が見たいねん！～“きらっと”改

革委員会・発展編』（E，12.6）などを経て09年度

の番組改定につなげた。

特集番組は『シリーズ“秋・つながる心”～輝

け！命のリレー～ 1 万人の祈り　24時間ウオー

ク』（G，11.7），『宝物を守り伝える～正倉院1300

年の英知』（G，1.1 奈良局制作）などを放送し

た。芸能番組は『わが心の大阪メロディー』（G，

11.3），『初夢の景色～歌と笑いのスペシャルステ

ージ』（G，1.3），『東西浪曲特選』（G，10.4），

{京都南座顔見世大歌舞伎』（E，12.28），『初笑

い東西寄席』（G，1.3），『浪曲特選』（G，2.7），

{今日は一日“大阪”三昧
ざんまい

』（FM，1.12）などを

放送した。
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ドラマは08年度後期の『連続テレビ小説～だん

だん』（G，HV，BS2，9.29～3.27）と，その関連

番組として『連続テレビ小説「だんだん」ヒロイ

ン誕生！マナカナ奮闘記』（G，9.23），『ゆく「だ

んだん」くる「だんだん」～いよいよスター街道

まっしぐら！』（G，12.31，1.3）などを放送した。

そのほか，『ちりとてちん総集編』（全 2 回，G，

5.5，6），『土曜ドラマ～ジャッジⅡ～島の裁判官

奮闘記』（全 5 回，G，11.1～29），『土曜時代劇～

浪花の華～緒方洪庵事件帳』（全 9 回，G，1.10～

3.7）を放送した。オーディオドラマでは『FMシ

アター～あの人の声がきこえた』（FM，11.8），

{青春アドベンチャー～ふたつの剣』（全10回，

FM，3.16～27）などを放送した。

「源氏物語千年紀」関連では，『おーい！ニッ

ポン　私の・好きな・京都府』（BS2，6.1）を放

送するとともに，11月はハイビジョンの月間テー

マを「京都」として，『すべて見せます　錦秋の

京都御苑』（HV，11.22 京都局制作）などを放

送し，京都の魅力を多角的に紹介した。

衛星放送ではこのほか，『BSドキュメンタリー

～スセソとデカセギ』（BS1，6.8），『スローなバ

ス旅へようこそ～日本最長路線　奈良・和歌山』

(HV，8.16 奈良局制作），『絶対ふるさと主義

～近江国盗
と

りクイズ！カースルでござる～滋賀

県』（BS2，11.30 大津局制作）などを放送した。

（3）視聴者との結びつきの強化
若い世代に向けた新番組『あほやねん！すきや

ねん！』（G，月～金），地域情報番組『ぐるっと

関西おひるまえ』（G，月～金），『ぐるっと関西

プラス』（G，土）を大阪放送局プラザスタジオ

から公開生放送した。

NHK大阪ホールを活用した定時番組として，

{上方演芸ホール』（BS2，年間10本，G，年間44

本），『大阪発疾走ステージ　WEST WIND』

(BS2，年間10本）を放送した。

春と秋の大阪局の会館公開「BKワンダーラン

ド」では，イベントと連動した公開放送を行い，

{あほやねん！すきやねん！全員集合スペシャ

ル』（G，5.4，11.1）をNHK大阪ホールから公開

生放送した。公開派遣番組では，関西 2府 4県で

{NHKのど自慢』（G，BS2，R1）を実施し，『上

方演芸会』（R1，年間45本）も継続した。

子ども・幼児対象には，小学 5・ 6年生が番組

の制作を体験する『キミが主役だ！NHK放送体

験クラブ』（E，年間53本　各局制作）や，受信

料制度への理解を深める取り組みの一環として，

07年度に続き 3歳までの幼児とその保護者（各回

55組）参加のイベントを 1 月に実施し，『おやこ

であそぼ！ふれあいタイム』（E，12本）として

番組化した。

（4）デジタル放送の普及・促進
08年度もデジタルの特性を生かした放送サービ

スに取り組んだ。『プロ野球「中日」対「阪神」』

(G，7.18）を中部・近畿ブロックで放送した際

には，デジタル総合でマルチ編成を実施した。

データ放送は『女子第20回・男子第59回全国高

校駅伝』（12.21），『第27回全国都道府県対抗女子

駅伝』（1.11）の連動データコンテンツをより利

用しやすい形式に刷新。また，近畿地方向けのJ

リーグ中継『Jリーグ「ガンバ大阪」対「ジュビ

ロ磐田」』（G，3.14）で，初めて連動データ放送

を実施した。また，京都局も『若気の至り　ロッ

クフェスティバル　in 京都』（G，3.14 京都府

域）で独自に連動データ放送を実施した。

（5）防災・減災に役立つ報道
発生から 3 年を経たJR福知山線の脱線事故に

ついて，関連ニュースのほか，『生活ほっとモー

ニング～安全を求め続けて～事故遺族たちの闘

い』（G，4.25），『かんさい熱視線特集～ひとりで

も多くの命を救うために～JR福知山線脱線事故

の教訓』（G，4.25），『クローズアップ現代～見過

ごされた車両強度』（G，4.28）を放送した。

阪神・淡路大震災14年関連の番組は，大阪局・

神戸局を中心に制作，放送した。総合テレビでは

1 月17日の午前 5 時台に『阪神・淡路大震災14年

追悼の祈り』を放送したほか，『NHKニュースお

はよう日本』などニュース枠内で中継・リポート

企画，神戸局から『週刊こどもニュース』を放送

した。夜間は『NHKスペシャル～阪神・淡路大

震災　秘められた決断』を放送した。また，ラジ

オ第 1 では『特集　被災マンションの14年』

(1.10），『阪神・淡路大震災14年ラジオ特集～生

活の中に防災を取り入れよう』（1.17），『ラジオ

特集　子どもに震災をどう伝えていくか』

(1.17）などを放送した。そのほか，『ホリデー

にっぽん～“震災障害者”たちの挑戦』（G，1.12

神戸局制作），制作局と連携して『生活ほっとモ

ーニング～シリーズ阪神・淡路大震災14年』（G，

1.15，16）を放送した。

（6）スポーツソフトの展開
全国放送では，関西で行われるさまざまなスポ

ーツを積極的に取り上げた。『国際グランプリ陸

上 大阪2008 兼北京オリンピック代表選考会』（G，

5.10），『第90回全国高校野球選手権大会』（G，E，

BS2，R1，8.2～18），『第 9 回全日本学生柔道体
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重別団体優勝大会』（E，11.2），『第35回社会人野

球日本選手権～決勝』（E，11.23），『関西大学ラ

グビー「同志社」対「京都産業大」』（E，12.6），

{女子第20回・男子第59回全国高校駅伝』（G，

HV，R1，12.21），『第27回全国都道府県対抗女子

駅伝』（G，HV，R1，1.11），『第64回びわ湖毎日

マラソン～世界陸上選手権代表選考会』（G，HV，

R1，3.1），『大相撲春場所』（G，HV，BS2，R1，

3.15～29），『第81回選抜高校野球大会』（G・E，

HV，BS2，R1・FM，3.21～4.2）などを中継した。

また競馬も春の天皇賞（5.4），菊花賞（10.26）な

どを中継した。

地域放送では，プロ野球（G，R1），サッカーJ

リーグの関西勢の試合（G）のほか，『第37回関

西学生サッカー選手権～決勝「阪南大」対「大阪

体育大」』（E，6.7），夏の全国高校野球選手権大

会の関西 2 府 4 県大会の決勝戦（G，E，R1，

FM），『第53回全国軟式野球選手権大会～決勝』

(R1，8.30，31延長再試合），サッカー天皇杯の

関西 2 府 4 県代表決定戦（G，8.31 各局），『秋

季近畿地区高校野球大会』（R1，11.2ほか）を中

継したほか，『関西大学ラグビー「関西学院大」

対「天理大」』（E，11.30），『bjリーグ・バスケッ

トボール「大阪エヴェッサ」対「琉球ゴールデン

キングス」』（G，1.31）などを中継した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『おはよう関西』 G 月～金　07:45～08:00
第 1 回93.4.3／近畿ブロック／関西のニュース

やリポート，中継，気象情報，交通情報，きょう

の動きなどをコンパクトに伝えた。

『ウイークエンド関西』 G 土　07:30～08:13
第 1 回92.4.11／近畿ブロック／ニュースや週末

の気象情報，イベント情報，関西ゆかりのスポー

ツ情報，西日本各地からの中継など。

『ぐるっと関西おひるまえ』 G
月～金　11:30～12:00

第 1 回03.4.3／近畿ブロック／お昼前のひとと

きに域内局を結んで身近な暮らしの情報を伝え

る，大阪局プラザスタジオからの公開生放送。

『ぐるっと関西プラス』 G 土　10:50～12:00
第 1 回04.4.9／近畿ブロック／スタジオでの生

ライブ，紀行コーナー「新・おとなの遠足」など，

週末の気分に合った旬の文化情報を伝えた。

『あほやねん！すきやねん！』新　G
月～金　16:50～18:00

第 1 回08.3.31／近畿ブロック／友達や学校・家

族のことなど，10代が抱える悩みや日ごろ感じて

いる思いを受け止め，本気でコミュニケーション

する公開生放送。

『ニューステラス関西』新　G
月～金　18:10～18:59

第 1 回08.3.31／近畿ブロック／その日のメイン

ニュースに徹底的にこだわり，正確性・速報性は

もちろん，深い取材に基づいた「見ごたえのある

ニュース」を目指した。関西の最新の動きをとら

える特集，地域のスポーツや気象情報も，きめ細

やかに伝えた。（『ニュース610京いちにち』（京都），

{ニュースKOBE発』（神戸），『わかやまNEWS

ウエーブ』（和歌山），『ならナビ』（奈良），『おう

み発610』（大津））

『関西845』 G 月～金　20:45～21:00
第 1 回96.4.1／近畿ブロック／関西の 1 日をコ

ンパクトにまとめたニュース。京都局は『京都ニ

ュース845』，神戸局は『兵庫ニュース845』，奈良

局は『なら845』，和歌山局は一部県域で放送。

『かんさい熱視線』新　G 金　19:30～19:55
第 1 回08.4.4／近畿ブロック／関西で起きた事

件や出来事を機動的に，かつ深く取材し，わかり

やすい解説とともに伝えた。

『関西もっといい旅』 G 金　19:30～19:55
第 1 回00.4 .28／近畿ブロック／関西各地を旅

し，美しい風景や土地の風物，人々の暮らしなど

を丹念に記録。年間 7本放送。

『かんさい想い出シアター』 G
土　05:15～05:50

第 1 回01.11.4／近畿ブロック／大阪局が保存す

る番組をえりすぐり，テレビが記録した懐かしい

関西を，その後のエピソードを交えて振り返った。

『上方演芸ホール』 G 日　23:35～00:18
第 1 回02.1.7／近畿ブロック／名人芸や若手の

“旬”の芸など，「上方のほんものの笑い」を，ラ

イブ感そのままに伝えた。

『ビジネス新伝説　ルソンの壺』 G
日　08:00～08:25

第 1 回07.4.8／近畿ブロック／ヒット商品や新

しいサービスを生み出している関西の元気な企業

を取材し，トップに成功の秘密を聞いた。

『かんさいミッドナイトセレクション』 G
日　01:50～04:18

第 1 回05.4.2／近畿ブロック／関西各局が制作

した番組や，関西にちなんだ全国放送番組のアン

コールなど。

『西日本の旅』 G 月　01:30～01:40
第 1 回04.4.4／近畿ブロック／西日本各局が制
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作したミニ紀行番組。

『関西ラジオワイド』 R1
月～金　16:05～18:00

第 1 回00.4.3／近畿ブロック／関西に密着した

ニュース，生活情報を伝える生ワイド番組。中継

や企画，記者によるリポートなど。

『かんさい“e”スクエア』 FM
月～金　18:00～18:50

第 1 回03.3.31／近畿ブロック／リスナーによる

リクエスト曲や，関西ゆかりのアーティストへの

インタビュー，映画・イベント情報を紹介。

（2）主な特集番組
『かんさい特集』 G 金　20:00～20:43

（内容により19:30～20:43）
関西のNHKが総力を挙げて金曜夜間の視聴好

適時間に展開する特集番組。以下の内容で原則と

して毎週放送した。

「それぞれの“ちりとてちん”」 （4.04）

『連続テレビ小説～ちりとてちん』の出演者の

収録エピソードを軸に，視聴者のお便りや名場面

を交え，「ちりとてちん」がそれぞれの人に残し

たものを振り返った。

「“たまご”が教えてくれたこと～兵庫県狭間

小学校 3年 1組の子どもたち」 （4.11）

紙粘土で作った「たまご」を「育てる」授業を

通して子どもたちが愛する心を育
はぐく

み，愛されてい

ることにも気付いて行く過程を見つめた。

「源氏物語クイズ塾～国語・算数・理科…恋

愛」 （5.02 19:30～）
「源氏物語」が記録で確認されて千年，クイズ

で「源氏物語」の世界や平安時代の風俗を勉強。

「ふるさと歴史ウオーク」 （5.09，11.07）

関西の名所・旧跡を，一般参加者とともに歩く，

視聴者参加型の歴史紀行番組。大阪・太子町と京

都・宇治市を歩いた。

「スセソとデカセギ～日系ブラジル移住100

年」 （5.16，23）

日本人がブラジルに初めて移住してから100年。

時代に翻
ほん

弄
ろう

されてきた日系人それぞれの人生を見

つめ，日本人とは何かを考えた。

「きよしとよしみの浪速ナイトショー」

（5.30，6.20，9.26，11.21，12.12，1.30，2.27，3.13）

西川きよしと天童よしみをホストに，愉快なト

ークと歌謡を繰り広げるステージショー。

「高野山ちいさな情景」 （7.04 和歌山局制作）

高野山の四季折々の美しい風景と知られざる素

朴な素顔を見つめた。

「北京オリンピックで輝け！～関西の注目選手

たち」 （7.11）

北京オリンピック開幕を前に，活躍が期待され

る関西ゆかりの選手たちを紹介。

「プロ野球「中日」対「阪神」」（7.18 19:30～）
ナゴヤドームから生中継。近畿・中部ブロック

放送。

「ちりとてちん外伝～まいご 3兄弟」 （7.25）

『連続テレビ小説～ちりとてちん』の特別番外

編。小浜から大阪に戻る途中で道に迷った徒然亭

3兄弟の「ある特別な一夜の出来事」。

「お国自慢クイズ　関西人のプライド」

（8.29，1.23）

お国自慢をクイズに仕立て，テーマに沿って選

ばれた 3つの地域の代表が対決，地域の良さを発

信する。「商店街バトル」「漁港対決」を放送。

「苦節を笑いに変えて～桂米朝一門　60年の

軌跡」 （9.05）

落語家で人間国宝の桂米朝さんと一門の60年の

歩みを通して，上方落語が継承されていく姿を描

いた。

「ドラマ　万葉ラブストーリー　夏」

（9.19 奈良局制作）

古都・奈良の夏を舞台に展開する 3話のオムニ

バスドラマ。脚本は万葉集をモチーフに一般公募。

「スローなバス旅へようこそ～日本最長路線

奈良・和歌山」 （10.03 奈良局制作）

奈良と和歌山を結ぶ日本最長の路線バスに乗車

し，沿線の魅力と道中の出会いを楽しむ。

「ファンが見つめた大激戦～阪神・オリックス

2008」 （10.10 19:30～）
阪神とオリックスの活躍で，関西が盛り上がっ

た08年のプロ野球。阪神の強さとオリックスの追

い上げの秘密，クライマックスシリーズに向けて

の展望を伝えた。

「“だんだん”“ジャッジⅡ”ドラマの舞台

ふるさと紀行」 （10.24）

『連続テレビ小説～だんだん』と，『土曜ドラ

マ～ジャッジⅡ』，それぞれの舞台となるふるさ

との魅力と撮影の舞台裏を，出演者の声を交えて

紹介。

「ブロードウェイを笑わせろ！～“ニューヨー

ク繁昌亭”への挑戦」 （10.31）

英語落語に取り組む落語家・桂かい枝が家族と

ともに車で米国を横断しながら公演を重ね，ニュ

ーヨーク公演に挑むまでを追った。

「サクラよよみがえれ～吉野山　S a k u r a

AID」 （11.14 奈良局制作）

“吉野の桜を救おう”を合言葉に吉野・金峯山
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寺で行われたチャリティーコンサートの模様を，

地元の取り組みを交えて紹介。

「激突！CGアニメバトル～アジアNO．1はど

こだ？」 （12.05）

CGアニメの国際大会「CGアニカップ」の模様

を中国，韓国のCGアニメ事情とともに伝えた。

「みんなで選んだ古寺を楽しむ」 （1.09）

視聴者アンケートに基づき，人気の古寺や古寺

にまつわる想い出，とっておきの寺の楽しみ方を

紹介。

「山の声を聞け～林業再生にかける80歳」（2.06）

全国から注目される「山の達人」が，若手林業

家に林業再生の切り札を伝授する活動を追った。

「WEST WINDプレミアム」 （2.20）

『大阪発疾走ステージ　WEST WIND』

(BS2）の 2 年間の放送からよりすぐりのライ

ブ・パフォーマンスと爆笑名場面を振り返った総

集編。

「第39回NHK上方漫才コンテスト」 （3.06）

上方漫才界の若手 7組の漫才コンビによる熱演

を，NHK大阪ホールから生放送。

『あほやねん！すきやねん！』（G）の特集を

深夜や祝日に放送し，視聴者層の拡大を目指した。

『あほやねん！すきやねん！全員集合スペシャ

ル』 （G 5.04，11.01）

『あほやねん！すきやねん！夏の増刊号』

（G 8.25）

『あほ！すき！増刊号』 （G 9.28）

『あほ！すき！神戸・大阪めっちゃカワイイSP』

（G 12.28）

『連続テレビ小説～だんだん』の見どころを紹

介する地域特集も編成した。

『あさってスタート！朝ドラ「だんだん」魅力満

載スペシャル』 （G 9.27）

『まだ間に合う！「だんだん」魅力満載スペシャ

ル』 （G 11.03）

『オーケストラファンタジー～マエストロ大植と

大阪フィルが贈る青少年のためのコンサート

2008』 （G 11.03）

『第75回NHK全国学校音楽コンクール　近畿ブ

ロックコンクール』 （E 9.28）

『おやこであそぼ！ふれあいタイム』

（E 2.16～20，2.23～27，3.02～3）

歌のおねえさん，どーもくんたちと公募した幼

児らがいっしょに歌う。

『アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコン

テスト2008 近畿地区大会』 （G 11.16）

08年のテーマは 2足歩行。近畿の高専 7校の14

のロボットが熱戦。和歌山県・御坊市で開催。

『ビジネス新伝説 ルソンの壺
つぼ

スペシャル～不況
に打ち勝つ3つの壺』 （G 12.21）

関西の元気な社長10人を招き不況に打ち勝つビ

ジネスの秘けつに迫る。

『ビジネス新伝説　ルソンの壺　震災スペシャル
～逆境に負けへんで～震災14年　企業の挑戦』

（G 1.18）

14年前の阪神・淡路大震災で被災した企業の挑

戦に迫り，逆境に立ち向かう鍵を探る。

『まもなくスタート　第27回全国女子駅伝』
（G 1.11）

レースの見どころ，コース解説と，あわせて地

元児童のミニマラソンイベントの紹介。

『甲子園のイチオシ君～センバツ　関西の注目選
手たち』 （G 3.20）

選抜高校野球開幕直前，関西勢 7校の注目選手

たちを紹介した。

『未来は今～10years old，14years after』
（G 3.25）

10歳で阪神・淡路大震災を体験した俳優・森山

未來。ドキュメンタリーとドラマを交錯させなが

ら震災と神戸への本当の気持ちを描きだす。

（3）主な府県域番組
〔京都局〕
『若気の至り　ロックフェスティバルin京都』
G 京都府域　03.09

『オトナチック！イベントスペシャル』 FM
0京都府域　06.14

『オトナチック！ラジオ　秋スペシャル』 FM
京都府域　11.29

『NHKへおこしやす！春の会館公開』 FM
0京都府域　03.28

〔神戸局〕
『兵庫特集～財政危機 どうする兵庫～井戸知事
に問う』 G 0兵庫県域　04.04

『兵庫特集～だって家族なんやから』 G
兵庫県域　04.11

『兵庫特集～新兵庫史を歩く』 G
兵庫県域　05.31，12.05

『兵庫特集～海を渡る“オブリガーダ”』 G
兵庫県域　07.26

『ジャズライブKOBE 総集編』 G
兵庫県域　10.26

『NHKトアロード市民コンサートスペシャル』
G 兵庫県域　11.30

『ひょうご安全の日 1.17のつどい』 G
兵庫県域　01.17



地域放送局・近畿

『FMトアステーション』 FM
0兵庫県域　5.08ほか年間 8回

〔和歌山局〕
『紀の国スペシャル～わかやま MUSIC FILE』
G 和歌山県域　04.19

『紀の国スペシャル～わかやまアーカイブス』
G 和歌山県域　04.26，06.28，11.22

『紀の国スペシャル～Wakayama Next10』
G 和歌山県域　07.05，03.13

『動く！防災スタジアム』 G
和歌山県域　09.26

『紀の国スペシャル～伝説の左腕　嶋清一』 G
和歌山県域　10.03

『わかやまパワーステーション』 FM
和歌山県域　04.28ほか年間12回

〔奈良局〕
『NHK奈良特集～観光復活 わが町に“秘策”あ
り』 G 奈良県域　04.05

『まほろばアワー2008 奈良の魅力をもう一度』
G 奈良県域　12.23，03.28

〔大津局〕
『週刊ガッコウ通信スペシャル～第 1 回ガッコ
ウ通信大賞受賞式』 G 滋賀県域　04.06，11

『おうみ発スペシャル～あなたの町でのど自慢』
G 滋賀県域　11.14

『おうみ発スペシャル～あなたの町でのど自慢
～予選会』 G 滋賀県域　11.19

〔各局共通〕
『NHKのど自慢予選会』 G
「奈良県大和高田市」（8.26，27），「大阪府柏

原市」（9.08），「京都府舞鶴市」（10.12，13），「兵

庫県宍粟市」（12.03，4），「和歌山県和歌山市」

(12.13，14），「滋賀県大津市」（2.27），それぞれ

該当府県域で放送。

『第75回NHK全国学校音楽コンクール・各府県
コンクール』
大阪府域 FM 9.01～05

京都府域 FM 9.01～04

兵庫県域 FM 9.01～05

和歌山県域 G／09.07，FM 9.01～03 

奈良県域 G／08.23，FM 9.01～03

滋賀県域 G／08.03，FM 9.01～02

『年末ハイライト2008 かんさい　この1年』
G 12.26 近畿ブロック・各府県域

3 ．スポーツ中継

全国放送では，プロ野球，社会人野球，Jリー

グ，ACL，天皇杯サッカー，センバツ高校野

球・全国高校野球選手権，全国高校駅伝，都道府

県対抗女子駅伝，びわこ毎日マラソン，大相撲春

場所，競馬，Vリーグ，大阪GP陸上，大学ラグ

ビー，学生柔道などをテレビ・ラジオで中継した。

以下，地域放送実績。

（1）高校野球
第90回全国高校野球選手権大会

〈近畿ブロック放送〉

大阪北大会　決勝

E・G／07.26 南大会E・G／07.27

京都大会　決勝 G／07.21

兵庫西大会　決勝 G／07.24 東大会E／07.25

和歌山大会　決勝 G／07.24（録画）

奈良大会　決勝 G／07.25

滋賀大会　決勝 E／07.24

〈県域放送〉

大阪大会　開会式 G大阪単／07.05（録画）

南北決勝 R1大阪単／07.26，27

京都大会　開会式 G京都単／07.05（録画）

準々決勝・決勝

R1・FM京都単／07.18，21，22

兵庫大会　東西準決勝 FM神戸単／07.23，24

東西決勝 G・FM神戸単／07.25，26

和歌山大会　開会式 G和歌山単／07.09

準決勝・決勝／07.23，24

奈良大会　開会式G奈良単／07.10

準々決勝FM奈良単／07.22

準決勝G奈良単／07.24

滋賀大会　準決勝 G大津単／07.23

第53回全国高校軟式野球選手権大会　決勝

R1・FM近畿ブロック・東海／08.30

再試合／08.31

秋季近畿地区高校野球大会

〈近畿ブロック放送〉

準々決勝 R1／10.28

準決勝 R1・FM／11.03

決勝 R1／11.04

〈県域放送〉

京都大会　準決勝・決勝 R1京都単／10.06，07

兵庫大会　準決勝・決勝FM神戸単／10.06，07

滋賀大会　準決勝・決勝FM大津単／10.06，07

奈良大会　準決勝・決勝FM奈良単／10.08，13

（2）プロ野球
〈近畿ブロック独自編成〉

「オリックス」対「中日」

G／06.14 名古屋とのインターローカル

「オリックス」対「日本ハム」

G／06.29 札幌とのインターローカル
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「中日」対「阪神」

G／07.18 名古屋とのインターローカル

「オリックス」対「阪神」 R1／05.20

「阪神」対「ヤクルト」 R1／09.11

「阪神」対「広島」 R1／09.12

「オリックス」対「ソフトバンク」 R1／10.01

「巨人」対「阪神」 R1／10.08

クライマックスシリーズ第 1ステージ

「阪神」対「中日」 R1／10.18～20

名古屋とのインターローカル

オープン戦「オリックス」対「阪神」

R1／03.06

（3）Jリーグ・天皇杯サッカー
〈近畿ブロック放送〉

J1「神戸」対「G大阪」 G／04.27

J1「G大阪」対「磐田」 G／03.14

〈県域放送〉

J1「神戸」対「柏」 G神戸単（録画）／05.27

J2「京都」対「山形」 G京都単／06.09

J2「京都」対「大阪」G京都単（録画）／10.15

J2「札幌」対「京都」G京都単（録画）／11.18

J1「神戸」対「横浜FM」 G神戸単／12.01

天皇杯サッカー各府県代表決定戦

第13回和歌山県サッカー選手権大会

G和歌山単／08.31

第13回サッカー奈良県選手権大会

G奈良単／08.31

第13回大阪サッカー選手権大会

G大阪単／08.31

第13回京都サッカー選手権

G京都単／08.31

平成20年度兵庫県サッカー選手権

G神戸単／08.31

第88回天皇杯全日本サッカー選手権

滋賀県代表決定戦 G大津単／08.31

（4）その他のスポーツ
第37回関西学生サッカー選手権～決勝

[阪南大―大体大」 E近畿ブロック／06.07

関西大学ラグビー「関西学院」対「天理」

E近畿ブロック／11.30

プロバスケットボール　bjリーグ

[滋賀」対「大阪」 G大津単／10.11

[大阪」対「沖縄」

G近畿ブロック・沖縄／01.31

[大阪」対「福岡」 G近畿ブロック／02.14

[まもなくスタート全国女子駅伝」

G近畿ブロック／01.12

かんさい特集「北京オリンピックで輝け」

G近畿ブロック／07.11

かんさい特集「ファンが見つめた大激戦～阪神・

オリックス～2008」 G近畿ブロック／10.10

選抜高校野球開幕特番「甲子園のイチオシ君」

G近畿ブロック／03.20

Ⅱ．技　術

1．番組制作

フルデジタル時代の到来を迎え，メディア界が

大きく変貌
ぼう

する様相を呈する中で，デジタル化の

メリットを生かした良質な番組制作と地域サービ

スの充実，また，迅速・的確な緊急報道など視聴

者第一主義の番組制作に取り組んだ。

（1）ドラマ番組
『連続テレビ小説～だんだん』では，数奇な運

命を背負いながらも，姉妹二人で歌手を目指し，

絆
きずな

を深め，明るくたくましく生きていく双子の

成長物語を通じて，人と人との出会いと縁，そし

てともに生きていくことの尊さを伝えた。『土曜

ドラマ～ジャッジⅡ』は小さな島に赴任した若き

裁判官の奮闘を描く社会派ドラマの続編として制

作，前作にも増して好評を博した。『土曜時代劇

～浪花の華』は東映太秦映画撮影所で撮影し，大

阪で適塾を開いた緒方洪庵の青春時代を描いた魅

力ある作品となった。

（2）一般番組
NHK大阪ホ－ルでの公開番組『わが心の大阪

メロディー』『きよしとよしみの浪速ナイトショ

ー』『WEST WIND』などの音芸番組や，『その

時　歴史が動いた』『きらっといきる』といった

大阪局主管番組を大阪から全国に発信し，視聴者

から高い評価を得た。

（3）スポーツ中継
高校駅伝（12月），女子駅伝（ 1月），びわ湖毎

日マラソン（ 3月）において，07年度に無人化し

た受信基地数を見直し，さらに安定した電波伝搬

を実現して高画質のハイビジョン映像と，5.1サ

ラウンド音声による臨場感あふれる放送を行っ

た。このほか恒例の「春夏・高校野球」や「大相

撲春場所」などの中継放送を実施，スポーツの感

動をお茶の間に届けた。

（4）地域番組
ドラマ『ちりとてちん外伝～まいご 3兄弟』は

視聴者からの熱い要望もあり，番外編として制作

し，地域のドラマ制作力を発揮する場となった。

また，世界的な景気後退の局面にあって，独創的
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な発想で成功を収めている地元企業を紹介し，関

西経済を元気づける『ルソンの壺』や，10代の視

聴者層に向けた『あほやねん！すきやねん！』な

ど，多様な番組を発信している。

（5）選挙放送・緊急報道
選挙放送は，年度内に想定していた衆議院解散

が見送られ，国政選挙はなかったが，システムテ

ストや担当者の育成など，体制強化を図った。

緊急報道では，「ウナギ・米など食品偽装事

件」「個室ビデオ放火事件」「舞鶴・女子高生殺害

事件」など，多くの事件事故が発生したが，それ

ぞれ域内局とも連携しながら的確な報道を行っ

た。

2月には，大阪・上町断層を震源とする都市直

下型地震を想定した災害対策訓練に，災害報道お

よび電波確保の観点で想定の段階から参加した。

また，「首都圏直下型地震」発生時の本部代替

機能について検討のうえ建設計画提案を行い，そ

の一部が09年度に整備されることになった。

2 ．視聴者とのふれあい（CS活動）

CS活動として， 5 月および11月の「視聴者ふ

れあい広場」において，「スタジオ公開」や，放

送技術研究所と連携した「最新技術展示」を実施

し，NHK放送技術の理解促進に努めた。

小学生を対象に，放送局の仕事を理解してもら

う「出前授業」は，大阪府内12校（29クラス，生

徒数912人）で実施した。また，「のど自慢予選

会」では域内にも出向き「スイッチャー体験」な

どで視聴者とのふれあい活動を実施し，番組に関

連する視聴者サービスにも努めた。

3 ．設　備

（1）地上デジタル放送のエリア拡大
地上デジタルネットワークの構築は中・小規模

中継局の整備段階に移っており，08（日付は開局

日）年度については，以下の39局を整備した。

08.08.01／山城田辺（京都）

08.09.01／中舞鶴（京都）

／篠山，氷上（神戸）

08.11.05／久美浜，野田川（京都）

／八鹿，和田山，兵庫日高，山崎，

一宮安積（神戸）

08.12.01／三郷立野（奈良）

09.03.01／川西池田，柏原（大阪）

／山科，伏見桃山（京都）

／神戸妙法寺，神戸長田，中町，山芦屋，

相生，赤穂，神崎，神戸生田（神戸）

／由良，印南切目，槇山，

田辺（和歌山）

／八日市，甲賀大原（大津）

09.03.30／中能勢，西能勢，豊能吉川，

岬深日（大阪）

／和束（京都）

／淡路三原，川西けやき坂（神戸）

／下津，南部川（和歌山）

これにより地上デジタル放送のサービスエリア

は近畿全体で約763万世帯（約97％）に拡大した。

11年度の完全デジタル移行まで，小規模デジタル

中継局は108局の整備を計画している一方，NHK

単独中継局の整備を最小限にとどめるため，NH

K単独など85局の廃止を検討している。また，デ

ジタルミニサテ（極微小電力局）の整備スキーム

は，関西民放との具体的な協議を経て，09年度か

ら地元への説明・協力依頼を進めていく。

（2）NHK共聴への地上デジタル放送導入
08年度には，年度当初から施設組合対応を積極

的に展開し，近畿域内で当初計画数（154施設）

を大幅に上回る204施設の導入に結び付けた。

また，現行受信点でデジタル受信が困難な施設

への導入にも着手し，計画的に新受信点候補地検

討，受信状況，新たな伝送線ルートの現地調査等，

導入に必要な調査検討を進め，その結果，用地確

保困難な施設が次々と明らかになり，一時は進

齏
ちょく

が危ぶまれたものの，精力的な対応により47

施設の導入を果たした。

NHK共聴の老朽化に伴う大規模改修工事（光

化）を近畿で14施設着手し，地上デジタル放送お

よびBSデジタル放送を導入した。また，新たな

開局に合わせ，以前に光化改修済みの 4施設に地

上デジタル放送を導入した。

（3）番組制作のハイビジョン化
大阪局のテレビスタジオ（T－ 3 スタジオ）の

ハイビジョン化更新を行った。これにより，『き

ょうの料理』『おしゃれ工房』『きらっと生きる』

などの全国放送番組，および近畿の情報を発信す

る『ルソンの壺』『かんさい熱視線』などのロー

カル番組がハイビジョン制作となった。

また，編集室のハイビジョンノンリニア化と，

DS－3音声ポスプロスタジオのフルデジタル化な

ど，番組素材から完プロまでハイビジョン化に向

けた整備を行った。これにより，大阪局制作のほ

とんどの番組がハイビジョン制作となった。

（4）局外制作・伝送設備
近畿北部の伝送ルート・報道室のハイビジョン

化更新を進め，ニュース伝送やヘリ取材のハイビ
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ジョン対応エリアを拡大した。

09年 3 月に大阪局のCSK（衛星伝送中継車）

を更新し，大阪局の 4台はすべてハイビジョン化

が完了した。

近畿管内では計 7 台のハイビジョンCSKを配

備し，緊急報道を始め，さまざまなイベント・ス

ポーツに活用している。

4 ．ネットワーク技術

（1）視聴者の視点に立った地上デジタル放送へ
の対応と良好な受信環境の確保

08年度は，デジタル放送推進のための第 8次行

動計画に基づき，ロードマップ・中継局の改訂作

業など，近畿広域地上デジタル放送推進協議会で

の検討がいっそう盛んな 1年となり，着実なエリ

ア展開，周知広報など，デジタル放送の普及に多

方面で取り組んだ。従来，無線共聴として検討さ

れていた障害対策中継局・ギャップフィラー設備

についての制度化が行われ，放送事業者ではない

自治体や自主共聴組合による障害対策中継局設置

が可能になった。兵庫県香美町において，国の交

付金を受けて全国で初めて当該事業が開始された

のを受け，08年度には， 6地区67局のギャップフ

ィラーによるデジタル化の動きがあり，近畿協議

会・技術検討部会の場で混信検討を実施，ギャッ

プフィラー設備による地域のデジタル化を側面か

ら支援した。

（2）受信インフラ整備にむけて
近畿各地で進んでいる自治体ケーブル整備に合

わせて，近畿全体で104施設について施設のケー

ブル移行・廃止に向けた自治体・施設組合対応を

すすめ，近畿全体で94施設の円滑な施設廃止につ

なげた。また，08年11月以降の対応にあたっては，

自主共聴支援策適用を視野に入れた対応に努め

た。

障害対策共聴エリアのデジタル化に関して09年

度からの実施に向けた「受信インフラ地デジ対応

化ロードマップ」を作成した。

自主共聴のデジタル化促進には，受信点調査に

加えて「技術支援の拡大」「経費助成」「移行助

成」の大臣認可を11月に得た。本部プロジェクト

のもと，域内支援体制を整えて各局との情報共有

や支援を実施した。具体的な助成申請には住民説

明や意向取りまとめなど，自治体の協力が不可欠

で，各府県単位での自治体説明会の実施やデジタ

ル推進会議の場でも支援策説明と協力要請を実施

した。

（3）デジタル放送普及への取り組み

活動の戦略として，①放送での周知：『ぐるっ

と関西おひる前～教えて！デジタルおじさん』②

業界対象の講習会実施，③業界を通じたお客様へ

の周知：「デジタル放送おたのしみガイド」「ア

ナログ放送終了チラシ」配布などにより，家電流

通業界やケーブルテレビ事業者と連携して実施し

た結果，デジタル受信機普及拡大とCAS開示・

BS契約増加に貢献した。

（4）総務省テレビ受信者支援センター（デジサ
ポ大阪）への支援・協力

近畿では，大阪府は10月から，他の 1府 4県で

は09年 2 月に開所して09年度からの本格稼働に向

けて諸準備が進められた。デジサポ大阪と協力関

係を構築し，情報交換会を行った。

Ⅲ．視聴者

1 ．イベント事業

08年度近畿ブロックでは，466件のイベントを

実施し，視聴者サービスの充実と視聴者結び付き

の強化に努めた。参加者は243万7,056人となった。

（1）全国放送公開番組
『NHKのど自慢』『NHK歌謡コンサート』『BS

日本のうた』『ザ少年倶楽部』『わが心の大阪メロ

ディー』『上方演芸会』など107本をNHK大阪ホ

ールと近畿各地で実施した。

（2）展覧会
「天璋院篤姫展」（4.19～6.1，大阪歴史博物館），

[聖徳太子ゆかりの名宝展」（4.26～6.8，大阪市

立美術館），「源氏物語千年紀展」（4.26～6.8，京

都文化博物館），「第55回日本伝統工芸展」（10.15

～20，京都高島屋，10.22～27，そごう心斎橋店），

[国宝三井寺展」（11.1～12.14，大阪市立美術館），

[京都御所ゆかりの至宝」（1.10～2.22，京都国立

博物館）などを実施した。

（3）教育・子どもイベント
「第55回NHK全国高校放送コンテスト府県大

会」「第25回NHK杯全国中学校放送コンテスト府

県大会」「第75回NHK全国学校音楽コンクール府

県コンクール」「同ブロックコンクール」を 6 月

から 9 月に，「キミが主役だ！NHK放送体験クラ

ブ」を年間を通じて近畿各府県で実施した。

「NHKこどもミュージカル」（11.24，NHK大

阪ホール），「第57回近畿放送教育研究大会」

(11.21，大阪歴史博物館）「おかあさんといっし

ょファミリーコンサート」（12.20～22，NHK大阪

ホール）などを実施した。
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2 ．営　業

（1）全体状況
08年度における近畿ブロックの受信契約件数の

増加は900件で，07年度を大幅に下回った。衛星

契約については 7 万1,000件で07年度を上回る増

加数を確保した。

（2）受信料の公平負担に向けた取り組み
08年10月からの「訪問集金廃止」を前に全協会

的な周知，PR活動はもとより訪問集金支払のお

客様ひとりひとりに制度の変更を説明し口座・ク

レジット支払への変更に取り組んだ。

下半期は，それまで訪問集金にかけていたパワ

ーを契約取次・支払再開業務にシフトし業績の向

上を図った。

さらには，どうしてもお支払いいただけない方

に対して，民事手続きによる支払督促を近畿ブロ

ック全局に拡大し実施している。

（3）外部委託の運用と事業所割引の導入
09年 2 月より大阪市の一部地域で法人委託会社

による「NHK版市場化テスト」を実施。

また，同月に導入された事業所割引については，

事前に訪問計画を立て対象への対応，周知を実施

した。

3 ．広　報

〔大阪局〕
①経営広報・番組広報

月 1回関西放送記者会加盟18社を対象に局長定

例会見を開催。番組広報では，大阪局制作の『連

続テレビ小説～だんだん』で取材会と配信38回，

新聞・雑誌などの取材100件を超えた。ヒロイン

が歌手として大舞台に立ったシーンは，全国から

エキストラを募集しNHK大阪ホールで収録した。

1,100通を超える応募があり，ファン感謝イベン

トとしても大変満足度の高い収録となった。また，

ドラマで結成されたバンド「シジミジル」は，ド

ラマではすぐに解散したものの，各地のイベント

では大好評で，「シジミジル解散コンサート」と

して，東京での食フェスティバルを皮切りに，松

江・大阪・京都と開催された。最終地の京都では，

[だんだん」の最終回とも重なり，3,000人を超

えるファンが詰めかけた。このほか，『土曜ドラ

マ～ジャッジⅡ』や『土曜時代劇～浪速の華』で

も，取材会などを行いPRに努めた。

②視聴者広報

5月 3 ～ 6 日に「BK春のふれあい広場」，11月

3 ～ 5 日に「BK秋のふれあい広場」を開催し，

スタジオセット公開や，家族で楽しめるイベント，

さまざまな公開番組を実施した。5 月のふれあい

広場では延べ 8万人，11月は 6万人を超える来場

者があった。

公開番組スタジオ「BKプラザスタジオ」では，

番組の空き日を利用して「スタジオ体験型見学

会」のほか，夏休みには「夏休みカメラ体験教

室」や「こどものための童謡コンサート」などを

開催し，家族連れや子どもたちに番組やNHKに

親しんでもらう催しを多彩に開催した。

NHK大阪放送会館の共有スペースにあるアト

リウムの活性化を図るため，10月には番組と連動

した「輝け！命のリレー」＆「本田美奈子　愛の

ボイスレター」展を開催し，多くの視聴者の感動

を集めた。

また， 3月 7～15日まで，収録を終えた『連続

テレビ小説～だんだん』のスタジオ収録セットの

実物をアトリウムで公開した。期間中約 3 万

7,000人が来場した。

「BKプラザ」は，年間36万人の入場者があっ

た。このうち団体見学は464団体， 2 万1,000人で

あった。「ふれあいミーティング」については45

回実施し，1,847人の視聴者と対話を行った。

08年度大阪局へ寄せられた視聴者意向件数は，

電話，投書，来局，ファックス，メールなど約22

万9,000件あった。

〔京都局〕
源氏物語千年紀にあたる08年度は，NHK京都

放送局でも，放送やイベントを通じて，源氏物語

の魅力や地元の取り組みを 1年にわたって全国に

発信した。また，07年度に引き続き「地域貢献」

をテーマに幅広い広報活動を展開し地域放送のさ

らなる充実を図った。

6月 1日は『おーい，ニッポン』の放送に全局

体制で取り組み，衛星契約のPRにつなげた。

また，学生の街京都ならではの取り組みとして，

[NHK講座」や「フレッシャーズキャンペー

ン」をさらに充実させた。08年度も京都放送局ク

リアファイルコンペを開催し，学生がデザインし

たクリアファイルを府内の学生向けに約 3万枚配

布し，受信料PRツールとして効果的に活用した。

京都の学生を集めた「学生営業部」の活動も 2年

目に入ってパワーアップし，各大学のテントブー

スで，学生たちの企画力を生かしたイベントを行

うことができた。 2月には，企画や舞台セットを

学生が担う「若気の至りロックフェスティバル」

を開催した。

3月28～29日の会館公開では「だんだん」の最
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終回に合わせて「シジミジル」のミニライブや

FM公開生放送などを企画・実行し，9,100人が来

館した。

また，08年から京都議定書のCO2の削減義務が

スタートすることに伴い，京都局でも身近なエコ

の実践を働きかけ，壁面緑化や節水など環境問題

に配慮した取り組みをホームページ上でも紹介

し，ステーションイメージの向上に努めた。

〔神戸局〕
08年度の『ニュースKOBE発』では， 1 年間を

通して，兵庫のその日の出来事やホットな話題，

JR福知山線脱線事故のその後，北朝鮮による拉

致問題，丹波竜の発掘，コウノトリの自然放鳥な

ど，視聴者の関心の高いテーマについて積極的に

取材し，地域に，そして全国に発信するとともに，

{兵庫ニュース845』では県内で起こった 1 日の

ニュース・話題をコンパクトに，そして県内各地

の天気予報を詳しく伝えた。

ブラジル移民の開始から，100周年にあたる08

年度，移住者の多くが準備期間を過ごした神戸市

などのゆかりの地を取材し，ブラジル移民を振り

返る番組を放送するとともに，日本とブラジルの

交流イベントを実施した。

また，阪神・淡路大震災で被災した経験のある

神戸局は，“いのちを守る放送局”として，災害

への備えを強化するとともに，「震災わたしのメ

モリアル」などで震災の教訓を伝え続けた。そし

て，「環境」を年間テーマに据えた放送や「自然

のたからもの～丹波竜＆コウノトリ」「エコ・キ

ッズ・ステーション」などのイベント実施による

多角的な手段で，地域温暖化防止を目指した環境

キャンペーンに取り組んだ。

公開スタジオ「トアステーション」を最大限に

活用して，「トアロード市民コンサート」「トアス

テJAZZライブ」などの多彩なイベントを開催す

るとともに，『ジャズライブKOBE』や『新　兵

庫史を歩く』などの視聴者参加型番組に取り組ん

だ。

J1・ヴィッセル神戸の試合，サッカー天皇杯兵

庫県予選決勝などのもようを随時，県域放送で伝

え，サッカーファンの期待に応えた。

兵庫県の地上デジタル放送は，08年度 4 月に 2

局， 9月に 2局，11月に 5局， 3月に10局の合計

19局のテレビ中継局が開局し，県下32局の中継局

が整備された。09年 3 月時点で195万世帯の視聴

が可能になった

〔和歌山局〕
地域特集番組として，和歌山県の10年後を見据

え，地域の再生を目指した討論番組『Wakaya-

ma Next 10』（73分）を立ち上げた。県知事をは

じめ，和歌山大学長，地域活動家，研究家などを

パネラーとして迎え， 7月には「どう作る？住み

たい和歌山県」， 3 月には「地域の魅力的な資源

をどう有効活用していくか」をテーマに地域の活

性化を徹底討論した。反響も大きく再放送して地

域の期待に応えた。

和歌山県内の中学生と高校生を対象に，「WA

KA葉サポーター」の活動をスタートした。12月

に「第 1回懇談会」を行い，16人が参加した。ま

た， 4月には大阪放送局を見学し『あほやねん！

すきやねん！』の生放送にも出演した。大人の感

覚では気づかない素直で貴重な意見がサポーター

から報告された。これらの活動を通じて若者の意

向を番組や事業に反映するとともに，NHKの番

組を知ってもらうことに努めた。

夕方の地域情報番組『わかやまNEWSウェー

ブ』の中で，和歌山局を訪問した小学生によるタ

イトルコールを放送したり，会館ギャラリー展の

開催者全員が画面に登場して，展示作品を紹介す

る取り組みを10月から本格スタートし，出演者は

1,000人を超えた。

〔奈良局〕
08年度も県域放送「ならナビ」「なら845」で，

奈良県のさまざまなニュース・出来事を県内およ

び全国に向け放送。2010年に迫った平城遷都1300

年に向けたニュース企画，天川村村長収賄事件・

県警の捜査情報漏洩
えい

などの事件，新薬師寺金堂跡

や纏向遺跡の発掘等文化財・考古学関連など，さ

まざまなジャンルについて発信した。環境への取

り組みでは，吉野の桜の衰退問題を継続取材・放

送するとともに，チャリティーコンサート，フォ

ーラムも開催した。

一般番組では『スローなバス旅へようこそ』

{宝物を守り伝える～正倉院　1300年の英知』な

ど大型番組も放送した。

奈良の基幹産業である「観光」を盛り立てるた

めに，06年度から続けて制作・放送している『ド

ラマ　万葉ラブストーリー』は，脚本も公募し，

“春編”はこれまでで最多の654編の応募となった。

また，地域イベントと協力し「NHKおはなしス

テージinなら燈花会」「NHKなら寄席in奈良町落

語ふぇすてぃばる」も昨年に続き開催した。

視聴者との結びつきについては，局内に「全局

横断推進プロジェクト」を設置し，活動を充実さ

せた。県内有識者による「視聴者会議」や，公開

番組・イベント時に視聴者の意見，要望を伺う
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[ふれあいミーティング」を開催した。また，

{ドラマ　万葉ラブストーリー』では，奈良局独

自の「なら・げんきブログ」をはじめ，ドラマ制

作発表会・ロケ取材会など，これまでにない新た

な取り組みを行った。

〔大津局〕
08年度の県域放送『おうみ発610』は，「人・

湖
うみ

・未来」をコンセプトに，人と湖
うみ

に象徴される

自然との関係と，地域の将来像を見据え，びわ湖

をはじめとする身近な環境問題を重点的に伝え

た。びわ湖に忍び寄る温暖化の脅威などについて

[びわ湖クローズアップ」のコーナーで継続的に

発信するとともに，県内で環境を守る取り組みを

行っているグループからの「環境メッセージ」も

紹介した。

全国放送では，『SAVE THE FUTURE 飛行

船・CO2の旅（ 2 ）～琵琶湖』『生中継ふるさと

一番！～近江八幡市・高島市・米原市・大津市』

{一期一会キミにききたい！』『絶対！ふるさと

主義～近江国盗りクイズ！カースルでござる』な

どを制作し，滋賀県の魅力を全国に発信し視聴者

から好評を得た。

近畿域内放送では，『関西もっといい旅』『西日

本の旅』などを制作し，滋賀県の自然と人々の暮

らしを伝えた。

また，10月には，環境をテーマにした会館公開

[QPふれあいひろば～きて！みて！体験NHK」

を開催し， 環境関連写真の作品展示やペットボ

トルを再利用した作品製作など，地域の視聴者に

[環境こだわり放送局」をアピールするイベント

となった。

地上デジタル放送では，中継局の開局や放送ネ

ットワークの整備などにより，県内の94％の世帯

で視聴可能となったほか，データ放送ではワンセ

グで地域データ放送を開始するなど，デジタル機

能を生かした視聴者サービスを充実させた。

中　　　　　国
◇暮らしに直結する課題の解決策を探る「ちゅう

ごく再生プロジェクト」を継続し，これまで以上

に“地域再生”の具体策や解決へのヒントを視聴

者とともに議論を重ねた。

◇地域の課題を掘り下げた番組やドキュメンタリ

ーのほか，地域の魅力を再発見する紀行番組など，

多彩な内容で金曜夜間の地域放送番組をよりいっ

そう充実させた。

◇ワンセグデータ放送に，地域向けニュースや週

間天気予報を新たに加え，より暮らしに役立つ身

近な情報を提供した。

◇地震，大雨，雪害などの災害・緊急報道では，

迅速かつ的確に情報を提供した。また，データ放

送やインターネットを利用し，防災・減災情報の

充実に努めた。

Ⅰ．放　送

1 ．放送の概要

〔広島局〕
金曜夜間を“地域をみつめる時間帯”とし，よ

りいっそうの充実・定着を図った。「地域再生」

をテーマにした『ふるさと発スペシャル　ちゅう

ごく再生プロジェクト』（G，年 5 本，中国ブロ

ック）を継続し，中国地方が抱える課題に中国地

方各局が連携しながら年間を通して取り組んだ。

このほか，ふるさとの魅力を再発見する紀行シリ

ーズ『ふるさと発スペシャル　今日はここ行

こ！』（G，年11本，中四国ブロック）は継続し

た。

夕方 6時台の『お好みワイドひろしま』は，身

近で暮らしに役立つ情報とニュースをわかりやす

く伝え，地域との結び付きを深めるとともに，県

民の関心に応えた。

午前11時台は中国ブロック枠を廃止し，県内向

けに視聴者参加型の生活情報番組『ひろもり』を

新設した。視聴者投稿コーナーや神楽団紹介コー

ナーなど，県内各地の話題や情報をきめ細かく伝

えた。

核・平和関連では，「核のない未来へ」をテー

マに， 8月 4日から 6日の夜間を中心に番組を集

中編成した。『被爆者　空白の十年』（G，8.4，県

域），『ヒバクシャからの手紙』（G・R1，8.5，全

国），『NHKスペシャル～見過ごされた被爆～残
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留放射線63年後の真実』（G，8.6，全国），『ラジ

オドラマ“放送を続けよ！”～広島中央放送局の

8 月 6 日』（R1，8.6，全国），『日米市民討論～ヒ

ロシマ発　核のない未来へ』（G，8.6，中国ブロ

ック）。このほかにも，ヒロシマの平和への思い

を伝える番組を，全国あるいは地域に向けて多数

放送した。

「開局80年」では，広島県出身の脚本家・池端

俊策さんが書き下ろした現代ドラマ『帽子』（G，

8.2，全国）や“いのち”“平和”をテーマにした

{いのちのうた～ヒロシマから世界へ』（G，7.21，

全国），『ラジオドラマ“放送を続けよ！”～広島

中央放送局の 8 月 6 日』（R1，8.6，全国）などを

放送した。『帽子』は，08年度文化庁芸術祭テレ

ビ部門の優秀賞，『“放送を続けよ！”』は，同ラ

ジオ部門の大賞をそれぞれ受賞した。このほかに

も開局記念番組として，『国宝を創った男～六角

紫水　日本の美発見の旅』（G，11.21，中国ブロ

ック）や『広島交響楽団コンサート』（G，2.28，

中国ブロック）など，多彩な番組やイベントを展

開し，地域に根ざした放送局としての存在感を高

めた。

〔岡山局〕
平日午前11時台と午後 6時台および金曜夜間を

中心にいっそうの地域放送の充実に努めた。

夕方 6時台の『ニュースコア 6岡山』ではその

日の岡山のニュースや話題を速く正確に伝えた。

岡山が誇る国内トップクラスの企業や最先端の研

究を紹介する「日本一の桃太郎」で取り上げた話

題は『岡山発～日本一の桃太郎スペシャル』（G，

12 .26，県域）として放送した。午前11時台の

{おかやまひだまりカフェ』は，「絵手紙道場」

[うたごえ広場」「ボイトレ塾」のコーナーを新

設し，視聴者参加を推進した。また，金曜夜間で

は，新たな岡山県の魅力を発見する『月刊岡山ト

ラのアナ』を継続し，「学生服」や「結婚事情」

[星空」など毎回さまざまなテーマで年間10本を

制作した。さらに，瀬戸大橋開通20年にあわせて，

モーターパラグライダーで瀬戸大橋をとらえた

{天空の旅　瀬戸大橋』（G，4.4，岡山県域）を

放送した。

全国番組では，『ホリデーインタビュー“私は

ダメじゃない”を貫いて～漫画家・一条ゆかり』

（G，5.3，全国），『証言記録　従軍看護婦が見た

戦争』（HV，11.15，全国），『百歳バンザイ　ピ

アノ一筋我が人生』（G，11.29，全国）などを放

送した。

〔松江局〕

夕方の『情報満開！しまねっと』は県内 5か所

のネットワークを生かした情報を伝え，中でも

[水曜特集」は地域の問題を取り上げた企画をほ

ぼ毎週発信し，全国発信や番組につながるケース

も相次いだ。また，午前11時台の『ひるまえしま

ねっと』では学芸員が出演する美術館情報や育

児・子育てに関するコーナーを新設した。

番組では，存続の危機に陥った隠岐伝統の舞復

活の軌跡を追った番組，テニス界の新星で松江市

出身の錦織圭選手や女流タイトルを獲得した出雲

市の高校生棋士・里見香奈さんの活躍ぶりをそれ

ぞれ伝える番組は金曜夜間のほか全国番組にも展

開した。さらに日本海の密漁，島根に端を発した

採血器具の使い回し，ホテル地下の硫化水素漏出

事故，鮮魚流通革命の最前線を取り上げた 4本の

番組を『クローズアップ現代』で放送した。

また，島根が舞台の『連続テレビ小説～だんだ

ん』に伴い，関連番組を制作したほか，夕方の情

報番組にも出演者が相次いで登場し，双子の写真

コーナーを設けるなど地元の関心に応えた。この

ほか，大河ドラマ『篤姫』の脚本家のトークショ

ー，ロシア貿易の活況ぶり，島根原発のプルサー

マル計画を取り上げた番組を地域向けに放送し

た。

〔鳥取局〕
08年度， 2年目に入った平日夕方の『いちおし

NEWSとっとり』は悪化する地方経済や，米

子・ソウル便の存続など県の課題を丹念に取り上

げた。

また，松江局と共同で中継を連続 4 日間行い，

自然・観光・経済・暮らしの面から「中海圏域」

を検証した。午前11時台の『とっとりくらしの情

報便』は，暮らしに役立つ生活情報を中心に伝え

た。『ふるさと発』では，夕方 6 時台の県域放送

との連動で地域の課題に取り組み深く掘り下げ，

また，地域の暮らしや話題を取り上げるドキュメ

ントなど，あわせて10本を制作した。『ふるさと

発スペシャル』（中国ブロック）では自然紀行や

ドキュメンタリーを放送し多数の反響を得た。

{ETV特集　漁
いさり

火は守れるか』（E，12.7，全国）

は地域の漁業が抱える問題点を浮き彫りにし全国

発信した。スポーツでは高校野球中継のほか，J2

昇格争いを展開した「ガイナーレ鳥取」のTV中

継を 4回行いデータ放送に展開した。 2月に鳥取

局携帯サイトを， 3月には鳥取局ホームページを

リニューアルオープンし，接触者率向上に努めた。

また，番組展開としては県内の高校生を応援する

{S@COOL』を公開生放送し，3-Screensの展開
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を試み地デジ普及にも貢献した。

〔山口局〕
金曜夜間の地域放送の充実に力を入れ，山口県

の課題を考え，人々の暮らしを見つめる番組『Y

AMAGUTIC』を新設し年 8 本制作した。また，

多彩な内容で『ふるさと発』（県域）を 3本，（中

国ブロック）を 2 本制作し，『ふるさと発スペシ

ャル』（中国ブロック）を 3 本制作した。夕方 6

時台の『ゆうゆうワイド』は，ニュースを中心に

暮らしに役立つ情報を伝え県民の関心に応えた。

午前11時台の『とくもり情報ランチ』は生活に密

着した情報をきめ細かく伝えた。『やまぐちFM

広場』は，道の駅や大学に出かけて行き年 7本放

送した。全国番組では，『福祉ネットワーク

“ドラッグラグ”をなくせ～検証・新薬承認』（E，

6.16，全国），『百歳バンザイ！　家族をつなぐ自

慢の野菜』（G，6.21，全国），『ハイビジョンふる

さと発　あなたの涙　笑いにかえて～山口・“老

い”と向き合う漫才コンビ』（HV，11.10，全国），

{証言記録　兵士たちの戦争　人間魚雷　悲劇の

作戦～回天特別攻撃隊』（HV，2.22，全国），『特

集　ドキュメント　にっぽんの現場　寝台特急

ラストラン～人生を運び続けた半世紀』（G，3.14，

全国）などを放送した。

2．地域放送番組

（1）定時番組
『NHKニュース　おはよう○○（県名）』 G

月～金　07:45～08:00
第 1 回93.4.5／県域／県内のニュースやきょう

の動き，地域別の気象情報・交通情報に加え，各

地の話題や課題などを中継やリポートで伝えるニ

ュース・情報番組。企画シリーズ「未来に伝える

戦争」「旅立ち」や中継シリーズ「初夏の水辺」

[中国地方の秋」などを随時放送した。

『NHKニュース　おはようちゅうごく』 G
土　07:30～08:13

第 1 回93.4.10／中国ブロック・一部県域・一部

西日本ブロック／西日本各地の朝の表情を伝える

中継やリポート，週末イベント情報など，多彩な

内容のニュース・情報番組。

『ひろもり』（広島局） G
月～金　11:30～12:00
（松江）11:40～12:00

第 1 回08.4.4／各県域／生活・文化・健康など，

暮らしに役立つ情報番組。

(各局タイトル）

「おかやま　ひだまりカフェ」 （岡山局）

「ひるまえしまねっと」 （松江局）

「とっとりくらしの情報便」 （鳥取局）

「とくもり情報ランチ」 （山口局）

『お好みワイドひろしま』（広島局） G
月～金　18:10～18:59

第 1 回84.4.2／県域／地域のニュースを中心に，

広島で起きている問題を幅広く取り上げ，わかり

やすくていねいに伝えた。そのほか，地域の視点

に立ったスポーツ情報や視聴者から寄せられた情

報を基につくる「情報BOX」など，地域に密着

した内容でわかりやすく親しみやすいニュース・

情報番組として充実を図った。

(各局タイトル）

「ニュースコア 6 岡山」 （岡山局）

「情報満開！しまねっと」 （松江局）

「いちおしNEWSとっとり」 （鳥取局）

「ゆうゆうワイド」 （山口局）

『ひろしまニュース845』（広島局） G
月～金　20:45～21:00

第 1 回96.4.1／各県域／県内の 1 日の出来事を

コンパクトにまとめて伝えるニュース番組。

(各局タイトル）

「岡山ニュース845」 （岡山局）

「しまねっと845」 （松江局）

「とっとりニュース845」 （鳥取局）

「やまぐち845」 （山口局）

『ふるさと発』 G
第 1 回01.4.6／中国ブロック・随時各県域／事

象の背景を探るリポートや，各地を訪ねる紀行な

ど，中国地方の“いま”を切り取る番組。

『NHK中国地方放送番組審議会』 G
第 1 回97.11.16／中国ブロック／番組審議会の

審議内容を伝える番組。

『おはよう中国』 R1 月～土　07:40～07:58
第 1 回89.4.3／中国ブロック／中国地方各地の

情報を電話インタビューと視聴者からのお便りを

織り交ぜながら伝える情報番組。

『夕べのひととき』 FM
月～金　18:00～18:50

第 1 回62.9.17／中国ブロック／曜日ごとにジャ

ンルを設け，視聴者からのリクエスト曲をお便り

とともに紹介するディスクジョッキー番組。

（2）特集番組（核・平和関連番組を除く）
〔中国ブロック〕
『ふるさと発スペシャル　ちゅうごく再生プロジ
ェクト』 G 年 5回　金／19:30～20:43
「地域の宝を活かせ～身近な資源で経済再生」

広島局，岡山局／ 5.02
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「里山を救え！～どう活かす都会の力」

広島局，山口局／ 7.04

「“子育ての悩み”解消せよ」

広島局，鳥取局／10.31

「もっと食べたい！地元の野菜」

広島局／12.05

「総決算・再生のカギを探れ！」

広島局／ 2.27

『ふるさと発スペシャル　今日はここ行こ！』
G 年11回　金／20:00～20:38
「火の粉飛ぶ造船の街～広島県・呉市」

広島局／ 4.11

「体感！しまなみの暮らし～愛媛県今治市」

松山局／ 5.09

「“代打の神様”野球人生の原点ここにあり～

岡山県倉敷市水島」 岡山局／ 6.20

「波と砂浜に魅せられて～高知県・黒潮町」

高知局／ 7.11

「瀬戸内のハワイでアロハ～！～山口・周防大

島」 山口局／ 9.19

「笑顔も大漁！海が育てるサカナと人情～徳島

県・美波町」 徳島局／10.10

「KABA.ちゃんと行くドキドキ縁結びツアー

in出雲」 松江局／11.14

「“坊ちゃん”のまち　漱石の原点を探して～

愛媛県　松山市」 松山局／12.12

「山本カントク鳥取の旅　探せ！商店街の星」

鳥取局／ 1.09

「出発進行！こんぴら参り～四国の鉄道ルーツ

をたどる」 高松局／ 2.20

「清流の里は笑顔がいっぱい～広島市　湯来

町」 広島局／ 3.13

『ふるさと発スペシャル』 G
「命きらめく小宇宙～広島・八幡高原の四季」

広島局／ 4.04／20:00～20:43
「焼け跡からの復活～島根・隠岐　蓮華会舞」

松江局／ 5.16／20:00～20:43
「激突　市長選挙～岩国・基地の町が揺れた」

広島局，山口局／ 5.23／19:55～20:44

「棚田の谷に春が来て～広島県尾道市　上小山

田地区」 広島局／ 5.30／20:00～20:43
「いのちの海の物語～鳥取　浦富の四季」

鳥取局／ 7.18／20:00～20:43
「北京へ～五輪に挑む中国地方の選手たち」

広島局／ 7.25／19:30～20:15
「命が助けられない～従軍看護婦が見た戦争」

岡山局／ 8.29／20:00～20:43
「ヒバクシャからの手紙」

広島局／ 9.26／20:00～20:43
「漁火は消えるのか～原油高に揺れる漁師た

ち」 鳥取局／10.03／20:00～20:43
「戦いの庭～上田宗箇・乱世を生きた武将の

美」 広島局／10.24／20:00～20:43
「“生きる希望”を伝えたい～広島・舟入高校

新たな原爆劇」

広島局／11.07／19:30～20:08
「国宝を創った男～六角紫水　日本の美発見の

旅」 広島局／11.21／20:00～20:43
「俳優～脚本家・池端俊策が見つめた緒形拳」

広島局／ 1.16／19:30～20:13
「ふたたび　社会へ～更正保護施設　180日間

の記録」 広島局／ 1.23／20:00～20:43
「クイズとことん城下町！～不況に打ち勝つ知

恵は萩にあり！」

広島局／ 1.30／19:30～20:43
「あなたの涙　笑いにかえて～山口・“老い”

と向き合う漫才コンビ」

山口局／ 2.06／19:55～20:44
「証言記録　人間魚雷　回天～悲劇の特攻作

戦」 山口局／ 3.06／20:00～20:43
『広島交響楽団コンサート』 FM
「第280回定期演奏会」

広島局／ 7.05／14:00～15:20
「第286回定期演奏会」

広島局／ 2.21／14:00～15:12
『第75回NHK全国学校音楽コンクール～中国ブ
ロックコンクール』 E

広島局／ 9.28／14:00～16:58
『アイデア対決　全国高等専門学校　ロボットコ
ンテスト2008～中国地区大会』 G

広島局／11.16／13:05～13:59
『がんばれ！ふるさとランナー～ひろしま男子駅
伝　あすスタート』 G
広島局／ 1.17／11:25～11:54，12:15～12:45

『第14回ひろしま男子駅伝ハイライト』 G
広島局／ 1.18／18:10～18:45

『広島交響楽団コンサート』 G
「第286回定期演奏会」

広島局／ 2.28／16:00～17:20
〔県域〕
『いっちゃん！ひろしま』 G

広島県域／19:30～19:55
「広島のエースが大リーグに挑む」 4.04

「ヒロシマの訴えは伝わったのか～検証・全米

原爆展」 5.09

「土砂災害　あなたの町は大丈夫？」 6.06
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「いつもそこに野球があった～広島市民球場の

51年」 10.03

「どう支える母子世帯～問われる生活保護の支

援」 2.06

「砂漠化する海～瀬戸内海の異変を追え」

3.06

『わたしのベストショット』 G
広島県域／ 4.06／13:35～14:00

5.04／13:05～13:30
6.15／13:40～14:05
7.13／13:35～14:00
9.07／13:35～14:00
10.12／13:35～14:00
11.09／13:35～14:00
12.07／13:35～14:00
1.10／16:20～16:45
2.08／13:35～14:00
3.08／13:35～14:00

『わたしのベストショット～発表！2007年度年
間大賞』 G 広島県域／ 4.27／13:05～13:50
『防災情報ステーション2008』 R1

広島県域／ 9.01／12:20～13:00
『FMキャンパスライブ』 FM

広島県域／11.08／14:00～18:50
『大学生ビデオゼミナール～作品発表会2008～
受賞作』 G 広島県域／12.21／16:00～16:30
『大学生ビデオゼミナール～作品発表会2008～
応募作から』 E

広島県域／12.24／ 0:45～ 1:07
12.25／ 0:45～ 1:08
12.26／ 0:45～ 1:13

『ふるさとの食にっぽんの食～広島県フェスティ
バル』 G 広島県域／ 2.11／12:15～12:45
『伝統を歌い継ぐ～第2回音戸の舟唄全国大会』
E 広島県域／ 3.31／ 2:40～ 3:10
『熱唱　NHKのど自慢予選会』 G
広島県三原市

広島県域／11.25～27，12.01／15:15～16:00
岡山県吉備中央町

岡山県域／ 3.10，11，13／17:05～17:57
島根県松江市　島根県域／ 9.01／ 1:10～ 4:02
山口県周南市　山口県域／ 9.22／ 1:40～ 4:13
『月刊　岡山　トラのアナ』 G

岡山県域／19:30～20:13
「新入学！日本一の学生服の巻」 4.06

「“晴れの国”のバスガイドの巻」 5.09

「野生への扉！動物園の巻」 6.06

「ままかりの素顔の迫る！の巻」 7.11

「晴れの国のオリンピック今昔物語」 9.05

「おかやま結婚事情の巻」 10.03

「マツタケ王国！岡山の巻」 11.07

「日本一の県立図書館！の巻」 12.12

「日本一の星空！の巻」 2.06

「心も体もいい気分！日本酒の巻」 3.06

『天空の旅　瀬戸大橋』 G
岡山県域／ 4.04／19:30～19:55

『FMはればれライブ』 FM
岡山県域／ 4.12，01.24／14:00～15:30

4.19，05.17，06.28，08.02，10.04／14:00～16:00
『高校生ダンスの祭典08～第32回岡山県高校総
合文化祭』 G

岡山県域／ 7.18／20:00～20:43
『高校生ダンスの祭典08完全版～第32回岡山県
高校総合文化祭』 E

岡山県域／ 7.26／ 0:55～ 2:50
『岡山発』 G
「認知症フォーラム　あきらめない～最新医療

と社会と社会の支え」

岡山県域／11.14／19:30～20:43
「日本一の桃太郎スペシャル」

岡山県域／ 1.16／19:30～20:13
『第55回日本伝統工芸展～現代の匠　技と美』
G 岡山県域／11.21／19:55～20:42
『ミニドラマ“お互い様”』 G

島根県域／ 7.05／12:40～12:45
『しまね防災スペシャル』 R1
「あなたの命，それで守れますか！？」

島根県域／ 9.01／14:05～15:00
『レッツ！地デジinゆるキャラカップ』 G

島根県域／11.09／13:05～13:28
『ふるさと発スペシャル』 G
「篤姫が教えてくれたこと～脚本家・田渕久美

子」 島根県域／12.12／20:00～20:43
『山陰朗読スペシャル“だんだん朗読シアタ
ー”』 FM 島根県域／ 1.31／21:00～22:00
『Sound live festival だんだんグランプリ』
G 島根県域／ 2.08／23:45～ 0:30
『だんだん縁結びステージ』 G

島根県域／ 3.22／15:05～16:05
『鳥取文芸館』 FM

鳥取県域／ 4.26，05.31，06.28，07.26，09.27

10.25，11.29，01.31，03. 7，03.28

／21:00～22:00
8.30／22:00～23:00

『レッツ！地デジinゆるキャラカップ』 G
鳥取県域／11. 9／13:05～13:28
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『キミが主役だ！NHK放送体験クラブ』 G
鳥取県域／ 2.05～06，10，12～13

16～20，23～24

／ 9:55～10:00，14:55～15:00
『S@COOL（スクール）』 G

鳥取県域／ 3.13／19:30～20:43
『YAMAGUTIC』 G

山口県域／20:00～20:43
山口県域／10.10／19:30～20:43

「“ふるさと”を守る」 4.11

「安心して産みたい」 5.09

「“長州砲”故郷に帰る」 6.06

「夏　白球を追いかけて」 7.11

「笑って生きる」 9.05

「激突グルメ！日本海VS瀬戸内海」 10.10

「流通への挑戦～変わり始める漁業」 11.15

「ハグ　あなたとともに～周防大島・診療所日

記」 2.06

『きららdeライブ～食と環境ツアー2008』 G
山口県域／10.18／11:25～11:54

『やまぐちFM広場』 G
山口県域／ 4.12，05.17，06.28，08.23，09.20

11.15，02.21／14:00～16:00
〔各局共通〕
『第75回NHK全国学校音楽コンクール』
「広島県大会」

小学校の部 E 8.23／13:00～14:51
中学校・高等学校の部

E 8.30／13:00～14:42
「岡山県大会」

小学校・中学校・高等学校の部

E 9.06／15:00～16:55
小学校の部 FM 8.25／18:00～18:50
中学校の部 FM 8.26／18:00～18:50
高等学校の部 FM 8.27／18:00～18:50

「島根県大会」

中学校の部 E 8.30／13:00～14:03
小学校の部 E 9.01／14:00～14:49
高等学校の部 E 9.06／13:00～14:35

「鳥取県大会」

小学校・中学校・高等学校の部

G 8.23／10:05～11:37
「山口県大会」

小学校の部 E 8.23／13:00～14:10
中学校・高等学校の部

E 8.30／13:00～14:45

3．核・平和関連番組

（1）地域番組
〔中国ブロック〕
『日米市民討論』 G
「ヒロシマ発　核のない未来へ」

広島局／ 8.06／22:00～23:30
23:45～ 0:15

『いのちのうた～ヒロシマから世界へ』 G
広島局／ 8.07／22:00～23:29

〔県域〕
『核のない未来へ（アーカイブス選）』 G
「NHKスペシャル　サダコ～ヒロシマの少女

と20世紀」

広島県域／ 7.26／10:07～11:21
「新日本探訪　アオギリの語り部～広島平和公

園」

広島県域／ 7.26／11:22～11:46
『お好みワイドひろしま』 G 広島県域

「特集　被爆63年」

07.28～ 8. 1，04～ 5／18:10～19:00
『被爆者　空白の十年　アンコール』 G

広島県域／ 8.04／19:30～20:39
『お好みワイドひろしま』 G 広島県域

「原爆の日特集」

8.06／17:00～17:50
（2）全国放送
『いのちのうた～ヒロシマから世界へ』

G 7.21／10:05～11:29
BS2 8.15／23:05～ 0:40

『ヒバクシャからの手紙』
G 08.06／ 0:10～ 2:00
R1 8.05／23:20～ 0:00

8.06／ 0:10～ 2:00
『平成20年　広島平和記念式典』

G・BS2 8.06／ 8:00～ 8:37
※G 広島県域／ 8:37～ 8:52

R1 8.06／ 8:00～ 8:55
『NHKスペシャル』 G
「見過ごされた被爆～残留放射線　63年後の真

実」 8.06／20:00～20:49
『NHK広島放送局
開局80年ラジオドラマ“放送を続けよ！”
～広島中央放送局の8月 6日』 R1

8.06／20:15～21:25

4．開局80年関連番組

（1）地域番組



地域放送局・中国

447 NHK年鑑’09

〔中国ブロック〕
『ふるさと発スペシャル』 G
「戦いの庭～上田宗箇・乱世を生きた武将の

美」 広島局／10.24／20:00～20:43
「国宝を創った男～六角紫水　日本の美発見の

旅」 広島局／11.21／20:00～20:43
『広島交響楽団コンサート』 G
「第286回定期演奏会」

広島局／ 2.28／16:00～17:20
〔県域〕
『開局80年セレクション～ひろしま紀行』 G

広島県域／ 5.06／10:20～11:53
「新日本紀行　七戸の水仙まつり～広島県豊松

村」

「にっぽん列島小さな旅　水の里を訪ねて～広

島県可部線」

「ふるさと発　里山に生きるオオサンショウウ

オ～半年間の映像記録」

『開局80年セレクション～核のない未来へ』
G 広島県域／ 7.26／10:05～11:47
「NHKスペシャル　サダコ～ヒロシマの少女

と20世紀」

「新日本探訪　アオギリの語り部～広島平和公

園」

『開局80年セレクション～ありがとう広島市民
球場』 G 広島県域／ 11.24／ 9:05～11:31
「ハイビジョンふるさと発　いつもそこに野球

があった～広島市民球場の半世紀」

「プロジェクトX～挑戦者たち　史上最大の集

金作戦　広島カープ～市民とナインの熱い

日々」

「ドキュメント スポーツ大陸　よみがえる熱

球　プロ野球70年第 9集“赤ヘル旋風”～昭

和50年・広島初優勝」

『開局80年セレクション～年末特集』 G
「国宝を創った男～六角紫水　日本の美発見の

旅」 広島県域／12.22／17:05～17:51
「いのちのうた～ヒロシマから世界へ」

広島県域／12.23／16:27～17:58
「にっぽん熱中クラブ～広島大学　DAMAけ

ん」 広島県域／12.24／17:05～17:30
「にっぽん熱中クラブ～広島・三育学院高校

聖歌隊」 広島県域／12.24／17:30～17:54
「NHKスペシャル　見過ごされた被爆～残留

放射線　63年後の真実」

広島県域／12.25／17:05～17:54
「ハイビジョンふるさと発　いつもそこに野球

があった～広島市民球場の半世紀」

広島県域／ 12.26／ 17:05～18:00
『しゃもべえのひろしま知っとる？』 G

広島県域／随時

『市民球場　あの日あの時』 G
広島県域／随時

（2）全国放送
『いのちのうた～ヒロシマから世界へ』 G

G 7.21／10:05～11:29
BS2 8.15／23:05～ 0:40

『広島発特集ドラマ　帽子』 G
8.02／21:00～22:28

『NHK広島放送局
開局80年ラジオドラマ“放送を続けよ！”
～広島中央放送局の8月 6日』 R1

8.06／20:15～21:25

5．スポーツ中継

＊ブロックと特記した以外は県域放送

〔高校野球〕
第90回全国高校野球選手権大会・地区大会

広島県　準々決勝 G・E・R1・FM／ 7.20

準決勝 G・E・R1／ 7.22

決勝 G・E・R1／ 7.23

岡山県　準々決勝 R1／ 7.20

準々決勝 R1・FM／ 7.21

準決勝 G・E・R1／ 7.23

決勝 G・R1／ 7.24

島根県 準決勝 G・E・R1・FM／ 7.21

決勝 G・R1／ 7.22

鳥取県　準々決勝 R1・FM／ 7.17

準決勝 G・R1／ 7.19

準決勝 G・R1／ 7.20

決勝 G・R1／ 7.21

山口県　準々決勝 G・E・R1・FM／ 7.22

準決勝 G・E・R1・FM／ 7.24

決勝 G・R1／ 7.25

秋季高校野球・地区大会

広島県　準決勝　　　　　　 R1・FM／ 9.28

岡山県　準々決勝　　　　　 R1／ 9.28

島根県　準決勝　　　　　　 R1／ 9.27

島根県 3位決定戦・決勝　 R1・FM／ 9.28

鳥取県　準決勝　　　　　　 R1／ 9.27

鳥取県 3位決定戦・決勝　 R1／ 9.28

山口県　準決勝　　　　　　 R1／10.05

山口県　準決勝　　　　　　 FM／10.06

山口県 3位決定戦・決勝　 FM／10.07

中国地区（中国ブロック）

準々決勝 R1・FM／10.26
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準決勝 G・E・R1／11.01

決勝 G・E・R1／11.02

〔プロ野球〕
（中国ブロック）

「広島」対「中日」 R1／ 4.11

「広島」対「巨人」 R1／ 4.18

「広島」対「ヤクルト」 R1／ 4.24

「広島」対「西武」 R1／ 5.29

「広島」対「ヤクルト」 R1／ 7.04

「広島」対「中日」 R1／ 9.19

（広島県域）

「広島」対「阪神」 R1／ 4.01

「広島」対「中日」 G／ 4.13

「広島」対「ソフトバンク」 G／ 6.08

「広島」対「阪神」 G／ 9.05

「広島」対「ヤクルト」 G／ 9.27

〔Jリーグ〕
（広島県域）

「広島」対「湘南」 G／10.04

「広島」対「草津」 G／11.22

「広島」対「大宮」 G／ 3.15

（岡山県域）

「岡山」対「甲府」 G／ 3.08

〔その他のスポーツ〕
日本フットボールリーグ

「ガイナーレ鳥取」対「Honda FC」

G／鳥取県域／ 4.13

日本フットボールリーグ

「ガイナーレ鳥取」対「ファジアーノ岡山FC」

G／岡山・鳥取県域／ 5.06

第59回山口県高校総合体育大会

バレーボール男子・女子決勝

G／山口県域／ 6.01

第47回岡山県高校総合体育大会

バスケットボール男子・女子決勝

G／岡山県域／ 6.15

第61回広島県高校総合体育大会

サッカー男子決勝 G／広島県域／ 6.15

なでしこリーグ2008

「岡山湯郷ベル」対「伊賀FCくの一」

G／岡山県域／ 9.07

日本フットボールリーグ

「ガイナーレ鳥取」対「TDK SC」

G／鳥取県域／11.24

日本フットボールリーグ

「カターレ富山」対「ファジアーノ岡山FC」

G／岡山県域／11.30

第14回ひろしま男子駅伝　ハイライト

G／中国ブロック／ 1.18

第33回日本ハンドボールリーグ・男子

「湧永製薬」対「トヨタ紡織九州」

G／広島県域／ 2.21

日本フットボールリーグ

「ガイナーレ鳥取」対「MIOびわこ草津」

G／鳥取県域／ 3.15

〔全日本サッカー選手権（天皇杯）地区大会決勝〕
広島県 E／ 8.24

岡山県 G／ 8.31

島根県 G／ 8.31

鳥取県 G／ 8.31

山口県 G／ 8.31

Ⅱ．技　術
1．地上デジタル放送

中国地方の地上デジタル放送は，総務省が公表

した中継局ロードマップに沿って，順次，中継局

を整備・開局している。08年度末までに域内120

局を開局し，電波により90.7%，約264万世帯をカ

バーしている。また，NHK共同受信施設への地

上デジタル放送の導入では，域内約340施設での

導入を実施し，地上デジタル放送の視聴可能エリ

アの拡大を図った。

2．視聴者活動

「NHK出前授業」については，一般公募によ

り34校（146回・2,595人）の小学校で実施した。

中国地方全体では52の小学校で授業を行い，児童

との触れ合いと，地上デジタル放送の情報も盛り

込み，普及促進活動を展開した。また，「NHKの

ど自慢予選会」の会場で参加者・家族などの来場

者に「中継車見学・カメラ操作体験・予選会時差

再生視聴」を 4回開催し，放送事業への理解促進

に努めた。

電商組との連携で例年実施している「夏期研修

会」に加え，地域的に参加できない電器店への

[夏期補完研修」など，家電流通業界を対象に25

回の技術講習会などを実施して，地上デジタル放

送の受信技術の普及を図った。

3．地域放送充実に向けて

中型HV中継車（広島）・小型HV中継車（山

口）・HV－CSK（鳥取）・ニュースカー（福

山・下関）・音声MAスタジオ・R3スタジオなど

の設備更新を実施し，幅広い視聴者層に向け，多

彩な番組や情報の提供を行った。
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広島県福山地区からの伝送路をHV化し，県東

部の地域情報のHV化を推進した。

携帯サイトを広島で 6月から開設し，中国地方

では09年 3 月全局で開設した。ワンセグデータ放

送では「Jリーグサンフレッチェ」，「プロ野球カ

ープ」の試合速報など各局ともデジタルならでは

のサービスを提供した。

「第14回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会」

では，スタジオの高機能設備を駆使し，鮮明な映

像と臨場感あふれる5.1chサラウンド音声で地上

デジタル放送の魅力を伝えた。

Ⅲ．視聴者

1．広島局「80周年」事業

広島局は，08年 7 月 6 日に「開局80年」を迎え，

ドラマ『帽子』をはじめとする記念事業に取り組

んだ。 7月には，いつも人々を癒やし，勇気づけ

てきた“うた”を通して「いのち」や「平和」の

尊さを伝える「いのちのうたコンサート」を実施

した。このコンサートに広く一般から「いのち」

をテーマとした歌詞を募ったところ、全国から

1,904編の詞が寄せられた。最優秀作品に曲をつ

けて，新しい“いのちのうた”「空に咲く花」が

誕生，コンサートで発表した。

また， 8 月放送の記念ドラマ『帽子』のPRキ

ャンペーンイベントとして，「ひろしま帽子顔プ

ロジェクト」を実施した。視聴者から帽子を被っ

た顔写真を送ってもらい，それらの写真をデジタ

ル合成して，出演者の顔写真ポスターを作成した。

普段，NHKとの接触が少ないとされる若年層か

らの応募が多く,終了後の応募者へのアンケート

によると，参加者の98％がドラマを視聴するとい

う結果につながった。

11月には近代漆芸界に多大な功績を残した広島

県出身の漆芸家・六角紫水の展覧会を実施し，43

日の会期中に 3万人を超える来場者を迎えた。県

内でもあまり知られていなかった六角紫水の功績

とその生涯を番組や展覧会で多角的に紹介したこ

とで，郷土の偉人を知る良い機会となった。

ホームページでは，放送・イベント内容を紹介

するほか，08年 2 月に開設した「“ヒロシマ”を

さがそう！～市民とつくる被爆地図」のさらなる

展開を図り， 8月に「携帯サイト」を，09年 2 月

には「英語版」をそれぞれ開設した。

2．イベント事業

08年度中国地方では187件のイベントを実施し，

年間の参加者は56万327人となった。きめ細かい

視聴者サービスとNHKへの理解促進に努めた。

（1）放送公開番組
全国放送公開番組は，総合テレビ 5本，衛星放

送13本，ラジオ16本，特集番組等 7本の合計41本

を中国地方で実施した。

（2）地域に貢献するイベント
広島県下最大級のイベント「ひろしまフラワー

フェスティバル」にあわせて実施した広島局会館

公開には， 3 日間で 9 万6,000人の来場者があっ

た。スーパーハイビジョン上映のほか，原作者が

広島県出身の教育テレビの人気アニメ「メジャ

ー」の関連イベントとしてトークショーやテーマ

曲のライブ演奏などを実施して好評を得た。

また，松江局では松江市が舞台となった下半期

の『連続テレビ小説～だんだん』関連イベント

[だんだん縁結びステージ」を実施し，総合テレ

ビで島根県内向けに放送した。また，島根県と隣

接する鳥取県米子市での鳥取局と松江局の合同企

画「だんだん朗読シアター」では，「だんだん」

にちなみ「ありがとう」「感謝」をテーマにした

文芸作品を両局のアナウンサーが朗読，こちらも

総合テレビ・FMでそれぞれ県内向けに放送し

た。

さらに，岡山局では 2階の共有スペース「ひか

りの広場」を活用したイベントを実施するなど，

地域の文化拠点を目指す取り組みに努めたほか，

山口局では「NHKこどもみらいキャンペーン」

と題して年間を通して子どもたちの未来について

考える放送やイベントを実施するなど，地域に密

着した視聴者サービスに努めた。

3．営　業

〔営業推進〕
08年度は，「訪問集金廃止」「免除適用範囲の拡

大」「事業所割引の導入」「家族割引の拡大」の営

業改革に伴う活動を推進した。中国ブロックでは

職員の指導力向上と地域スタッフの現場対応スキ

ル向上を目指した「支払再開力強化ペア活動」に

取り組んだ。また，訪問集金廃止に伴い口座・ク

レジット払いの拡大に全力をあげるとともに契約

開発・支払再開へのパワーシフトを進めた。さら

に，広島局に続いて「民事手続き」を岡山局，山

口局へ拡大し，支払再開数は前年度比118%とな

った。

4．広　報
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〔広島局・福山支局〕
94年12月にオープンした広島局ハートプラザ

は，08年 4 月に来場者100万人を達成した（08年

度の来場者数は19万285人）。「番組の現場紹介パ

ネル」や「広島局受賞番組紹介コーナー」などを

新設し展示内容の拡充を図った。

7 月の「開局80年」に向け，記念ドラマ『帽

子』の「プレス向けロケ取材会」を舞台地の呉市

内で 5月に開催。広島局では「スタジオセット特

別公開」を実施し，ディレクターが撮影の裏話を

紹介するなど“放送局らしさの体感”をコンセプ

トに，PRだけでなく満足度の向上にも努め， 2

日間で126人が参加した。また 7 月には広島局と

東京・放送センターで「プレス向け試写会」を開

催したほか，関係者を対象に広島と呉で「番組モ

ニター会」を実施し181人の参加があった。さら

に 7 月 5 日に開催した「いのちのうたコンサー

ト」では，当日に「プレス向け取材会」を実施し，

広島局の平和への取り組みを発信した。

福山支局では， 2 回目となる「NHKファミリ

ーフェスタin福山支局」を09年 2 月に開催。 2 日

間に延べ4,200人の来場者と積極的に触れ合い，

“地域のNHK”をアピールした。

〔岡山局〕
『ふるさと自慢うた自慢』（井原市），『BS日本

のうた』（倉敷市），『真打ち競演』（新見市），

{NHKのど自慢』（吉備中央町）などの公開派遣

番組のほか，会館ロビー「ハートプラザ」にて

[キミが主役だ！NHK放送体験クラブ」や岡山

市との共用スペース「ひかりの広場」を利用して

[移転 3周年会館公開」「環境」「食料」などのイ

ベントを年間38本実施し，延べ11万3,800人が参

加した。

「ハートプラザ」では，視聴者の作品発表の場

として「NHKロビー展」を年間21回開催し，親

しまれる開かれた放送局づくりに努めた。「ふれ

あいミーティング」は，公開派遣番組と連動する

など年間26回実施し，307人が参加した。

〔松江局〕
『連続テレビ小説～だんだん』では，はじめて

島根県が主な舞台となったことから，地元試写会

や朗読イベントなどを開催したほか，「だんだん

縁結びステージ」で出演者のトーク＆ライブを公

開収録し県内向けに放送，視聴者の好評を得た。

このほか『BS日本のうた』（益田市），『NHK

のど自慢』（松江市），『それいけ！民謡うたまつ

り』（出雲市）などの公開派遣番組や，益田市で

小学生～高校生向けに実施した「はじめての狂言

鑑賞会！」，「認知症」をテーマとしたイベントな

ど，年間34本実施し， 3万9,388人が参加した。

「ふれあいミーティング」は各種イベントとの

連動などの機会に実施。年間18回，388人の視聴

者が参加した。恒例の「水郷祭」での会館公開も

行い，放送会館には年間 1 万1,722人が見学に訪

れた。

〔鳥取局〕
鳥取局では，デジタルメディアでの情報発信充

実に取り組み，2月 4日に携帯サイトを開設した。

ペットなどの動物写真を投稿してもらう参加型企

画やアナウンサー日記などで高いアクセス数を記

録している。また， 3月13日には携帯サイトやホ

ームページと連動した双方向番組を放送し，好評

を得た。

データ放送では，Jリーグ入りを目指すJFLの

[ガイナーレ鳥取」を応援するコンテンツで試合

結果や順位，選手紹介などを開始した。

デジタル時代の公共放送として鳥取局が地域で

果たすべき役割などについて，県内各界の方々か

らご意見を伺う懇談会を定期的に開催するなど，

視聴者ニーズの把握に努めた。

〔山口局・下関支局〕
「こどもたちの未来のために」をテーマに「こ

ども朗読コンサート」や「山根基世のこどものた

めのお話会」などのイベントを 6月と 2月に集中

的に実施した。また，『NHKのど自慢』『行く

よ！後輩　ほいきた！先輩』『ふるさと自慢うた

自慢』などの公開番組を 9 本，「キミが主役だ！

放送体験クラブ」「環境」「食料」などのイベント

を年間21本実施し，延べ16万9,478人が参加した。

山口局の公開スペース「ハートプラザ」では，

[山口の戦争展」や「介護百人一首パネル展」を

実施するとともに，視聴者の作品発表の場として

活用し，親しまれ開かれた放送局づくりに努めた。

このほか，「番組ライブラリー」は5,483人が利

用し，「ふれあいミーティング」は年間 5 回実施

し147人が参加した。山口局・下関支局に寄せら

れたご意見・ご要望は6,881件にのぼり業務改善

に努めた。


